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用語集 

 

・アロザイム多型解析法 

遺伝学的解析手法の一つ。酵素としての活

性がほぼ同じでありながら、タンパク質分子

としては別種である（アミノ酸配列が異な

る）ような酵素をアイソザイムといい、中で

も、同じ種類の遺伝子（ただし別の個体の遺

伝子、または同一個体中の対立遺伝子であっ

て、配列がわずかに異なる）に由来するもの

をアロザイムとして区別する。 

アロザイムの比率やその内容を検査すること

により、単に集団の「区別」や、移動などの

分布の変化や交雑などを含めた「変化」の結

果を観察するための指標としても利用するこ

とができる。これらアロザイムの性質に基づ

いて、これをマーカーとして利用した解析を

アロザイム解析という。 

 

・遺伝子流動 

ある地域に生息する特定生物種の集団に、

外部から異なる地域の遺伝子が入り交雑する

こと。  

 

・羽片 

シダ植物の部位の名称。シダの葉のうち、

鳥の羽のような形をした複葉を構成する個々

の葉身のこと。 

 

・エコアップ 

自然環境が衰退した地域の生物的環境を改

善していくこと。 

 

・エコツーリズム 

ツーリズム（旅行・旅）の形態の一種で、

自然環境の観察や体験を伴うツーリズム。 

原生自然的な体験だけでなく、里山的二次自

然への体験、学習も含み、近年では地域の歴

史・暮らし文化の体験、学習も含める場合も

ある。 

 

・オゾン 

「光化学オキシダント」参照。 

 

・オゾンゾンデ 

地上から約35キロメートルまでの大気中の

オゾン濃度を計測する装置。  

 

・オーバーユース 

多くの利用者が入ることにより自然環境に

対して、環境劣化など負の影響を生じさせる

こと。過剰利用。 

 

・オープントップチャンバー 

空気浄化施設の一種で、内部の温度上昇を

抑えるために天井を開放型にしたもの。 

 

・かながわパークレンジャー 

登山道の計画的な巡視と施設の点検、応急

補修、自然公園利用のマナーの普及、動植物

の継続的な見守り、ボランティアやＮＰＯと

協働した自然環境保全活動を実施することを

目的に、平成19年度から自然環境保全センタ

ーに配置されている職員。 

 

・管理ユニット 

神奈川独自の取り組みとして、地形や植生

を考慮してシカ保護管理区域を56に分割した

区画。ユニット毎に情報を収集することで、

地域特性に対応したきめ細かい保護管理事業

を行うことが期待される。 

 

・ギャップ 

 林床の暗い森林に出来た、林床まで光が差

し込む隙間のこと。極相を迎えた極相林では、

通常、背の高い陰樹により林冠が形成され、

林内は暗い状態である。しかし、背の高い高

木が倒れると、周囲を巻き込んで林冠に大き
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な隙間を生じ、林床まで光が差し込む隙間が

出来る。このため、新たな幼木が生長できる

空間が出来る。 

 

・菌株 

 微生物の単一種が一定量まとまって生育 

している状態。 

 

・ 区画法 

野生動物の調査法の一つ。調査地域を複数

の区画に区分し、各調査区画に配置された調

査員が一定時間区画内を歩き、動物を数える

方法。 

 

・渓畔林 

河川上流の渓流の狭い谷底および隣接する

谷壁斜面に成立する森林群集、水域と相互に

影響し合いながら成立している。水域から陸

域への連続性、さらに源流部から下流へ連続

河川周辺の森林のうち、上流の狭い谷底や斜

面にあるものを「渓畔林」、下流の氾濫原

（洪水時に氾濫水に覆われる土地）にあるも

のを「河畔林」という。渓畔林にはサワグル

ミ、フサザクラなどが生育する。 

 

・県営林経営計画 

県が管理・経営する森林を県営林といい、

県営林の面積は、10,280ヘクタールと県の森

林面積の約11％を占めている。県営林には、

県自らが土地を所有している森林（県有林）

と、民有地に県が地上権を設定し、土地所有

者に代わって県が造林を行っている森林（県

行造林（けんこうぞうりん））がある。県営

林の５ヵ年の管理・経営計画を定めたものが

県営林経営計画であり、現在は第11次計画

（計画期間：平成21年度～平成25年度）。 

 

・光化学オキシダント 

窒素酸化物や炭化水素等の大気中の汚染物

質が太陽光により光化学反応を起こすことに

よって二次的に生成されるオゾン、ＰＡＮ

（パーオキシアセチルナイトレート）等の酸

化性物質の総称。 

 

・コドラート 

 調査する場所が一定となるように、正方形

や長方形に区切った区画のこと。生物種の調

査などの際によく用いられる手法で、その中

での生物種の変化などを計測する。 

 

・混交林 

 一般的には、広葉樹と針葉樹とが混生する

森林のことをいう。 

 

・ＧＩＳ 

地理情報システム（geographic information 

system(s)）のこと。コンピュータ上に地図情

報やさまざまな付加情報を持たせ、作成・保

存・利用・管理し、地理情報を参照できるよ

うに表示・検索機能をもったシステム。人工

衛星、現地踏査などから得られたデータを、

空間、時間の面から分析・編集することがで

き、科学的調査、土地、施設や道路などの地

理情報の管理、都市計画などに利用される。 

 

・純光合成速度 

光合成による、単位面積あたりの単位時間

あたりの二酸化炭素吸収（放出）量を光合成

速度という。純光合成速度とは、総光合成速

度から呼吸速度を引いた値。 

 

・植生劣化レベル 

シカの累積的な採食圧による植生への影響

を現地踏査し、3次メッシュ（概ね１kmメッシ

ュ）単位で集計した結果をⅠ～Ⅴの５段階に

区分したもの。 

レベルⅠ：シカの影響による植生の劣化は見

られない 
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レベルⅡ：シカの採食によるササや低木の矮

性化、樹皮食いが若干みられる 

レベルⅢ：矮性化したササや低木が目につき、

不嗜好性植物や樹皮食いがみられ

る状態。 

レベルⅣ：半数以上のササや低木が矮性化、

または消失しており、不嗜好性植

物や樹皮食いが目立つ状態。 

レベルⅤ：ほとんどのササや低木が矮性化、

または消失しており、不嗜好性植

物や樹皮食いが目立つ状態。 

 

・３次メッシュ 

一定の経度、緯度で地域を網の目状に区画

する「標準地域メッシュ・システム」により

設定された区画。経度差1度、緯度差40分で区

画された範囲が１次メッシュ、１次メッシュ

を縦横8等分したものが２次メッシュ、２次メ

ッシュを縦横10等分したものが３次メッシュ

である。３次メッシュは約１km四方となって

いる。 

 

・絶滅危惧種 

地域の急速な環境変化、移入生物、乱獲な

どが原因で、すでに絶滅したり、絶滅寸前に

追いやられたりした動植物の種のこと。国際

的な自然保護機関である国際自然保護連合

（ＩＵＣＮ)は、そのような動植物種をリスト

アップし、「レッドリスト」を作成している。

わが国の環境省でも、ＩＵＣＮのレッドリス

トにならったリストを作成し、それに基づき

「レッドデータブック」をまとめており、神

奈川県立生命の星・地球博物館により「神奈

川県レッドデータ生物調査報告書 2006」が作

成されている。 

 

・遷移 

植物の群落が、ある一つの群落から他の群

落に移り変わる過程。群落は固定したもので

はなく、時間とともに移り変わっていき、安

定した状態になると極相と呼ばれる状態にな

る。それまでの移行過程を生態遷移という。

火山の噴火等によって生じた裸地から始まる

自然のままの遷移を一次遷移、洪水や人為的

な撹乱を受けた土地から出発するのを二次遷

移という。 

 

・対照流域法 

 互いに近接し、流域の大きさ、地形や地質

条件、森林の状態の似通った2流域を選定し、

一方を基準流域、他方を処理流域として、数

年間流出量その他の観測を行なう。その後、

処理流域の森林の状態を変更し、その後も両

流域の観測を行なって、流域処理の影響を抽

出する調査方法。 

 

・丹沢大山クリーンピア２１ 

丹沢大山クリーンピア21は、丹沢大山国定

公園を中心とする山岳地帯、およびその周辺

の地域の自然を美しく保存するとともに、健

全なレクリエーションの場として良好な環境

保全に寄与するため、ゴミ持ち帰り運動を推

進することを目的として設立。昭和53年、NPO

法人丹沢自然保護協会が始めた丹沢大山国定

公園を中心とするゴミ持ち帰り運動が母体と

なり、27の企業・各種団体および行政機関等

の協力のもと設立されまた。平成23年度現在、

会員数は94団体となっています。 

 

・丹沢大山自然環境情報ステーション（e-

Tanzawa） 

神奈川県自然環境保全センターが開発した

デジタル化された地図(地形)データと、統計

データや位置の持つ属性情報などの位置に関

連したデータとを、統合的に扱う情報システ

ム。 

丹沢大山総合調査における各調査データをは

じめ、他の調査や保全対策に関する情報など、
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自然再生事業に不可欠な様々な情報をデータ

ベースとして蓄積し、情報発信と情報共有を

図るとともにモニタリングと総合解析結果な

どを公開している。 

 

・丹沢大山ボランティアネットワーク 

丹沢大山で自然環境にかかわる活動を実践

しているボランティア団体の自主的な連携を

図り行政とのパートナーシップのもとで丹沢

大山の自然環境の保全に係る活動の推進を図

ることを目的としたネットワーク組織。 

平成22年度末現在31団体が参加し、各種の保

全活動や調査、広報活動などを行っており、

丹沢大山総合調査でも実行委員会の公募型事

業として、丹沢大山の水質調査を実施してい

ます。 

 

・丹沢のみどりを育む実行委員会 

NPO法人丹沢自然保護協会、かながわトラスト

みどり財団、神奈川県公園協会、丹沢大山ボ

ランティアネットワーク、秦野市、清川村、

神奈川県で組織された委員会。丹沢大山自然

環境保全対策の一環として、丹沢大山地域に

おいて県民参加による自然環境保全活動を実

施、支援することを目的としている。植生回

復活動（植林やモニタリング）や植樹、ウラ

ジロモミ等をニホンジカの採食から守るため

の防護ネット設置をボランティアとの協働で

開始し、「丹沢大山自然再生計画」に基づい
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・ブナハバチ 

ハバチ科のヒゲナガハバチ亜科というグルー

プに属す昆虫で，幼虫時代にブナの葉を食害
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新属新種（新しい属に属する新しい種）とし
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て発表され、Fagineura crenativora と命名

された。 

 

・ブナ衰退度 

 ブナの衰退状況を把握するため、調査対象

に選定したブナの高木について、全体、枝、

葉色、葉量を目視で「健全（衰退度０）」か

ら「枯死（衰退度５）」までの６段階で衰退

状況を判定したもの。丹沢山地の６地区につ

いて、各４本の対象木を選んで調査。 

 

・ＶＯＣ/ＮＯｘ比 

揮発性を有し大気中で気体状となる有   

機化合物（VOC）と窒素酸化物（NOｘ）との大

気中の比率。 

 

・ブルーリスト 

神奈川県もしくは国内に定着している外来

生物（海外から人為的に国内に導入された生

物）の中から、生態系への影響度合いが大き

く、防除対応の可能性があり、丹沢大山地域

にすでに侵入もしくは侵入の可能性が高い種

を、「丹沢大山地域の生態系に特に影響を与

えるおそれのある外来生物」として抽出し、

リストとしたもの。 

 

・糞塊法 

ニホンジカの生息状況を把握する手法の一

つ。一定幅の調査ルートを設定し、ルート上

に落ちている糞の塊をカウントする。単位調

査距離あたりの糞塊数を算出することで、相

対的な生息密度指標として用いることができ

る。 

 

・ヘアトラップ法 

 調査地点に有刺鉄線や粘着テープ等で囲い

を作り、そこを通過する獣から体毛を採取し、

毛根から採取したＤＮＡをもとに個体識別を

行い、生息状況を把握する方法。調査地点を

規則的に多数設置することで、生息数を推定

することもできる。まだ日本では試験的にし

か行われていないが、クマにとって非常にス

トレスの高い「捕獲」をすることなく、クマ

の生態を調査することのできる方法。 

 

・ペレットストーブ 

 木質ペレットを燃料とするストーブのこと。 

 

・誘引ワンウェイゲート 

一方向（外から内へ）にしか開閉しないよ

うにしたゲートで、餌を置いて囲いに動物を

誘引し、閉じ込める際に使用する。 

 

・のり面 

山を切り開いたり、その土を盛ったりして

できる人工的な斜面のこと。 

 

・水切り 

登山道を流れる雨水により登山道が侵食さ

れることを防ぐことを目的として、雨水を分

散させるために道を横断する形で掘った溝。

ゴムや丸太等を道に埋め込んで水切りにする

場合もある。 

 

・マント・ソデ群落 

林の縁部は、低木やツル植物が繁り森林を

被っている。この低木やツル植物の繁ってい

るところを「マント群落」、草の繁っている

ところを「ソデ群落」と呼んでいる。 

 

・リター 

森林内において地表に落下した、葉や枝、

種子、花、樹皮などの総称。 

 

・林床植被ランク 

林床を覆っている植物の植被率を現地踏査

し、3次メッシュ（概ね１kmメッシュ）単位で

集計した結果を25％ごとに区分したもの。 
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・ＬＶＬ 

2～4mm程度の単板を、数層から数十層、繊

維方向を平行にして積層、接着した「単板積

層材」。 

 

・わな猟免許 

「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法

律（鳥獣保護法）」に基づき狩猟を行うため

に必要な免許を狩猟免許といい、法定猟具の

わなを使用して狩猟を行うためにはわな猟免

許が必要となる。 


